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研究成果の概要（和文）：「術後24時間以内の重篤な有害事象の発生状況の把握と解析」に関する調査を行っ
た。対象は全国の小児総合医療施設18施設とした。PACUを有する施設数は42%から61%に増え，運営をやめた施設
はなかった。PACUの必要性の理由として，呼吸，意識，痛みの評価，手術室稼働率が順に多かった。
「術後の重篤な有害事象を減少させるための対策としてのPACU開設の有用性検証」に関しては，プラットフォー
ムとして日本PACU研究会を設立した。予備調査を群馬県を対象に行った。PACUは、手術件数や手術室数などの規
模が大きい病院で設置されていることが明らかになった（手術室数≧8室の100%がPACUを運営）。

研究成果の概要（英文）：A survey was conducted on "understanding and analysis of the occurrence of 
serious adverse events within 24 hours after surgery". The subjects were 18 pediatric general 
medical facilities nationwide. The number of facilities with PACU increased from 42% to 61%, and no 
facilities ceased operating. The reasons for the need for PACU were respiratory assessment, sedation
 assessment, pain assessment, and operating room utilization. The J-PACU Study Group was established
 as a platform for "verification of the usefulness of establishing a PACU as a measure to reduce 
postoperative serious adverse events''. A preliminary survey was performed in Gunma Prefecture. 
Hospitals with larger numbers of surgeries and operating rooms (ex, operating rooms more than 8) had
 PACUs.

研究分野：術後管理体制

キーワード： PACU　postanesthesia care unit　術後回復室　リカバリー　日本PACU研究会

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでは正確に把握されていなかった日本の術後管理体制の現状と問題点を全国規模で経時的に調査し，その
結果を報告したことによって，改善策を議論・検証する土台を形成することができた。
本研究のプラットフォームとして設立された日本PACU研究会では，ホームページを作成し，これによって広く社
会・国民に向けて，術後患者の安全性と満足度と効率化を向上させうるPACUについての情報を提供し，その理解
を深めることに貢献している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
日本では，増加する手術件数に対応するために，より効率的な周術期の管理体制が求められて
いる。医療の進歩で速やかになった術後の回復は効率化に貢献しているが，これを過信して安全
対策が不十分になると，術後患者に重篤な有害事象が増えるとされ，周術期の効率化を推進しな
がらも術後管理の安全性を高めることは急務である。研究代表者は留学経験から豪州の効率的
かつ安全な体制を理解し，日本の術後管理体制を再考する研究を行うなかで，特に PACU
（postanesthesia care unit: 麻酔後ケアユニット）の重要性に着目してきた。術後患者の全身
状態を安定させて一般病棟へ橋渡しすることを目的とする PACU には，術後患者の有害事象発生
リスクをさげることが期待され，先進諸外国ではガイドラインで PACU 設置が標準とされる。し
かし本邦では，麻酔薬の改良に伴ってかつて術後回復室が減少した背景もあり，PACU の運営率
が著しく低かった(文献 1)。PACU の運営に関しては，2015 年以降の経時的変化などが把握され
てこなかった。また，PACU の必要性を感じていても PACU を運営できていない施設があることが
知られており，PACU 開設に踏み切るには PACU の利点に関するエビデンスが必要とされていた。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究では，先進諸外国では標準的で必要不可欠とされる PACU が，本邦の医療体制において
どのような立ち位置として推移してきており，周術期の安全性と効率化を推進するのかという
問いの追及を目指した。 
(1) PACU 普及の経時的変化の把握 
(2) 術後の重篤な有害事象の発生状況の把握と解析 
(3) 術後の重篤な有害事象を減少させるための対策としての PACU 開設の有用性検証 
 
 
３．研究の方法 
 
まず，研究のプラットフォームとして日本 PACU 研究会を設立した。申請者および研究協力者
を中心に，これまでに PACU を開設した施設の代表者や PACU 開設を検討中の施設の代表者を加
えて組織した(ホームページ 1)。 
「PACU 普及の経時的変化の把握」「術後 24 時間以内の重篤な有害事象の発生状況の把握と解
析」に関する調査を行った。対象は全国の小児総合医療施設 18施設とした。 
「術後の重篤な有害事象を減少させるための対策としての PACU 開設の有用性検証」は，オン
ラインデータ登録システムによる前後比較試験を行うことを決定した。事前に全国調査をして
研究参加施設を絞り込む方針を決定した。 
 
 
４．研究成果 
 
「術後 24 時間以内の重篤な有害事象の発生状況の把握と解析」に関する調査では，主要評価
項目についてすべての小児総合医療施設から回答を得た（回収率 100%）。PACU を有する施設数は
8(42.1%)から 11(61.1%)に増え，運営をやめた施設はなかった。PACU がない理由を「不要だか
ら」とした施設は 40.0%から 16.6%に減った。PACU の必要性の理由として，呼吸，意識，痛みの
評価，手術室稼働率が順に多かったが，意識の評価は順位が上がった。各必要だと感じていても
場所や人手がなくて PACU を開設できないでいる施設があった。施設から，術後 24 時間以内の重
篤な有害事象発生のおおよその頻度について回答を得た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「術後の重篤な有害事象を減少させるための対策としての PACU 開設の有用性検証」では，全



国調査の予備調査を群馬県内の病院を対象に行った。手術室数が 8 室以上である 9 病院の 100%
が PACU を運営していた。年間麻酔科管理症例数が 2,000 件を越える 9病院の 100％が PACU を運
営していた。PACU は、手術件数や手術室数などの規模が大きい病院で設置されていることが多
いことが明らかになった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜引用＞ 
文献 1）Yoshiki Sento, Toshiyasu Suzuki, Yasuyuki Suzuki, David A. Scott, Kazuya Sobue. 
The past, present and future of the postanesthesia care unit (PACU) in Japan. J Anesth 
31: 601-607; 2017 
ホームページ 1）https://j-pacu.jp/ 
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